
飛
騨
市
と
新
港
郷
友
好
都
市
提

携
１
周
年
記
念
式
典
が
交
流
セ
ン
タ

ー
で
約
５
０
０
名
が
参
加
開
催
さ
れ

た
。
式
典
の
前
日
に
、
開
催
さ
れ
た

歓
迎
交
流
会
に
お
い
て
、
日
本
語
の

わ
か
る
女
性
と
話
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
彼
女
に
東
日
本
大
震
災
の
義

援
金
２
５
３
億
円
の
御
礼
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、「
そ
れ
以
前
に
日
本
に
感
謝

す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
当
然
で
す
」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。「
台
湾
で
起
こ

っ
た
大
震
災
の
際
、
日
本
が
最
初
に

助
け
に
来
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
恩
返

し
で
す
」と
話
し
、
さ
ら
に「
八
田
与

一
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
彼
は
最
も

台
湾
で
有
名
な
感
謝
す
べ
き
日
本
人

で
す
。」と
続
け
た
。

八
田
与
一
は
、
日
本
統
治
時
代
の

１
９
３
０
年
に
完
成
し
た
当
時
東

洋
一
の「
烏
山
頭
ダ
ム
」を
10
年
が
か

り
で
建
設
し
た
。
ダ
ム
の
建
設
に
よ

り
新
港
郷
を
含
む
華
南
大
平
原
の
洪

水
と
干
ば
つ
を
繰
り
返
す
不
毛
の
土

地
を
豊
穣
の
大
地
に
変
え
た
恩
人
で

あ
る
。
今
で
も
台
湾
で
尊
敬
さ
れ
て

い
る
日
本
人
で
あ
り
、「
台
湾
の
教
科

書
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
偉
人
で
あ

る
。
活
躍
し
た
日
本
人
が
い
る
こ
と

に
感
動
を
覚
え
た
。

 

（
中　

嶋　

国　

則
）

産
業
常
任
委
員
会
で
、
６
月
に

実
施
し
ま
し
た
管
内
視
察
に
つ
い

て
各
委
員
の
感
想
を
交
え
て
報
告

し
ま
す
。

①
石
神
小
水
力
発
電
施
設

こ
の
小
水
力
発
電
施
設
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
整
備
し
平
成
30
年

10
月
頃
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

発
電
さ
れ
た
電
力
は
全
て
北
陸
電

力
に
売
電
。
維
持
管
理
費
を
除
い

た
剰
余
金
は
、
市
内
の
農
業
集
落

排
水
施
設
の
電
気
料
金
に
充
当
さ

れ
る
予
定
で
す
。

わ
ず
か
な
水
量
で
発
電
で
き
る

こ
と
が
認
識
さ
れ
、
同
様
な
施
設

の
整
備
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

②
社
会
福
祉
法
人
神
東
会

こ
の
事
業
所
で
は
、「
女
性
の
社

会
進
出
促
進
補
助
制
度
」に
よ
り
、

託
児
施
設
設
置
、
子
供
用
ト
イ
レ

改
修
、託
児
用
備
品
の
購
入
、保
育

士
等
パ
ー
ト
賃
金
に
対
し
て
補
助

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
事
業
所
に

勤
め
る
女
性
社
員
が
、
産
休
・
育

休
・
介
護
休
暇
等
で
退
職
す
る

こ
と
な
く
、
安
心
し
て
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
対
象

事
業
費
の
１
／
２
以
内【
上
限

１
０
０
万
円
】を
３
年
に
わ
た
っ

て
補
助
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

27
度
は
８
件
、28
年
度
は
４
件
、

29
年
度
は
３
件
の
申
請
が
あ
り
、

今
回
視
察
し
た
神
東
会
は
、
27
年

か
ら
29
年
度
に
採
択
さ
れ
た
事
業

所
で
す
。

中
で
も
パ
ー
ト
賃
金
補
助
は
、

人
材
確
保
等
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
政

策
で
あ
る
と
感
じ
、
今
後
は
独
立

し
た
支
援
と
し
て
の
パ
ー
ト
賃
金

補
助
の
検
討
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

③ 

玄
の
子
土
地
改
良
事
業
対
象
地

区
の
現
状
視
察

平
成
29
年
５
月
に
古
川
町
是
重

地
区
に
お
い
て
、
玄
の
子
土
地
改

良
事
業
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
土
地
改
良
事
業
は
、
現
存

す
る
農
地
を
こ
の
先
10
年
後
、
20

年
後
も
健
全
に
維
持
し
次
の
世
代

に
繋
い
で
行
く
た
め
に
、
地
域
の

担
い
手
農
家
等
に
農
地
を
集
積
・

集
約
し
て
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

事
業
で
す
。

事
業
完
成
ま
で
に
は
、
約
６
年

の
歳
月
が
か
か
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
丁
寧
な
話
し
合
い

の
積
み
重
ね
で
一
歩
一
歩
前
進
し

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
株
式
会
社
吉
城
コ
ン
ポ

こ
の
施
設
は
、
古
川
町
高
野
地

内
に
あ
り
ま
す
。
畜
産
農
家
の
問

題
点
で
あ
る
家
畜
の
糞
尿
処
理
と

悪
臭
・
害
虫
・
水
質
汚
濁
等
の
環

境
汚
染
を
な
く
し
環
境
問
題
の
緩

和
を
図
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
各
委
員
の
意
見
等
は
次

の
と
お
り
。

飛
騨
牛
を
繁
殖
す
る
た
め
に
は
、

必
要
不
可
欠
の
施
設
。
そ
の
存
続

の
た
め
の
支
援
が
大
切
と
感
じ
ま

し
た
。

⑤
飛
騨
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

飛
騨
地
域
の
畜
産
業
は
、
生
産

額
で
農
業
全
体
の
39
％
を
占
め
る

重
要
な
産
業
。
し
か
し
農
家
戸
数
・

飼
育
頭
数
の
減
少
に
よ
り
生
産
基

盤
の
弱
体
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、県
・
市
・
農
業

協
同
組
合
に
よ
る
産
・
官
地
域
内

連
携
型
と
し
て
県
内
初
の
仮
称
飛

騨
牛
研
修
・
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
古

川
町
中
野
地
内
に
お
い
て
整
備
す

る
も
の
で
す
。
建
設
の
支
援
、運
営

主
体
へ
の
出
資
な
ど
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。（
繁
殖
牛
１
０
０
頭
）

畜
産
業
の
発
展
・.

担
い
手
の

育
成
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
研

修
終
了
者
の
就
農
の
支
援
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。
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発電施設内の設備

予定地　面積 15.8ha
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